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This article explores the reading lit巴racyof soci巴tytln'ough the d巴velopmentand analysis of social studies lesson 
The hypotheses in this research are as follows. 
1 )The reading literacy of social studies is formed based on scientific theories. 
2)The reading literacy peculiar to social studies is not synthetic but analytical. 
3)The recognition formed by the reading literacy peculiar to social studies is not subjective but obリectJve.
Based on these hypotheses， we developed a lesson plan of 
analyzed child也ren'sr巴n巴ct臼lV巴 sh巴巴t旬s.As a result of this research， ithas been made cl巴arthat these methods are 巴ffectiveto the 
formation and the evaluation of the reading literacy of social studies. 
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然虫害仁ついて考えて〉。みれれょの今よを川うJ盲】。哩共則 に， I自助」が IJ~助」につなが 減助が備わることで，-釜石の事例を調べ，そ ったことに気づかせる。また，一 災につながることもとに「自助JI共助」 )fで犠牲となった多くの人々の存 を埋解している。
重要性について考える 在を知ることで，え H々 の訓練のあ
<本時2/3 り方について考 させる。 トー
O什本に住む私たちのこ -什本の国土の特徴をつかみ 国の -防災に向けて， 自分
らの生活について考え 防災事業に関心をもち災害時にお ができること，協力
-国防土の特徴を理解する ける自分の思考を整理し 具体的 してできることにつ










←→仰咽 (~ H24.3完成 ← 
岨ー TT 16の11/1<被告をうけて建設。
[!JJミ斤特猷1利水事業】 1': 
















































T 6分来るのを遅らせて， 6 mに抑えたO
T 6 mぐらいってどんな高さ o (ものさしを使って高
さを測るのを実演する。)
C 2階ぐらいの高さ O






































































































































































































































































行政 .41 ~ 家(家族)・地域社会
・都市計画 ・過疎過密
・防災計画 .t.乱開発





























































































4 ①JtJEJ主主国Þ.':?.\h!と五と:.~ということと，持日x三.\.~~1三J0J!J官、口立Þ.'.~ こと。②且ヰ己王土.'.~.ç~二 .7z 3主主諸国J:d・.çi去
かいしてあぶなくなることを知って，一部だけで洪水は防ぎきれるのかなと思いました O ③提防をつくるバランスがむずかし





7 ①j己主持l~$~j主主J:?dif.;長 .~E't~のと， 1日ムー堤は今のァトフボットと百うことがわかりました。ヨ信玄堤は増水するとわざと
堤防の先に曲がるところをつくる発想がすごいと思いました。③おもしろい発想だと思うし，賞'用はどれくらいかかったのか
なあと思いました。升凶堤とちがって またちがう下ー夫がされているんだと思いました。
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